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國主要変更点

(1) サスペンション：フロントスタビライザを廃止した。（ディアス糸ハイルーフNA車、赤帽車

(トラック、パネルバン））

フロント及びリヤサスペンションの主バネ値変更（一部車種）した。

(2) ステアリング：パワーステアリング〇？拡大（ディアス3、ディアスクラシック）

(3) ブレーキ：システム変更（4センサ2チャンネル対角制御—4センサ4チャンネル前輪独立後輪

セレクトロー制御）

上記システム変更に伴い8/1；構造、0センサ検出方法（水銀スイッチ—静電容量アナ 

ログ式）6011、ブレーキパイプ、ハーネス、11/1；ブラケット形伏を変更した。

(4) タイヤ公ホイール：スペアタイヤの取付部を変更した。

⑸ペダル公ケーブル：狐一車追加によるアクセルケーブル配策新製した。（50車と同じ）
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減哀力
(^)

〔伸び/縮み〕

〇.110/3

0. 310/3

ばね定数〇^/腦〇

形 式

外 径（咖)

67/45

142/62

40

※中実.トーションバー

¢18

※ディアス5 (351?
付）又はディアス 
系30車

最大長（腿)

最小長（腿)

減衰力 
财） 

〔伸び/縮み〕

〇.101/3

〇. 3111/3

444

278

50/25

80/40

八タイプ8タイプ

0タイプ

プ：11-1 
レ^ノレ 
グス

ばね定数（は/腿) 6.0 6.0 15 ヘルパ形伏

ル
ノヽ0

商 さ：丑（皿!!)

形 状

70

0タイプ 八 3 人 8

65.5

3タイプ

ゴムリング.

キヤンバ 1° ±45, 左右差47以内

フ キャスタ 3° 50，±1°

ア 卜一 ^ 1±3腿 左右輪の和
〇

ラ
サイドスリップ 011了2±3皿0〆！！！

12”バイアス
(5.00-12)

338 士茲

12"ラジアル 
(145尺12) 321-24

12"ラジアル
1553812，

3211

12”ラジアル
1455812 321-24

イ

メ

地上高
(腿）

左右差10腿以内 
測定点；シャシフ 
レームとフロントサ 
スクロメン取付ボル 
卜；前側のボルト頭
7^

キヤ バ 0〇 50，±1° 左右差47以内

卜 イン ⑺1 土 3111111 左右輪の和

サイドスリップ
仕

1汉1土3皿！!/皿

12”バイアス
(5. 00-12)

2991 297 +11
12"ラジアル
(145812) 286 + \1 281-24

12"ラジアル 
15581112 暑 282 + \1

12”ラジアル
14531112

280^1

様

ア
地上高 

(01111)

左右差10腿以内 
測定点；トレーリ
グアームとシャシフ 
レーム外側取付ボル 
卜のボルト頭中心

仕様

車 種

項 目

フ
ばね定数0^/1001)

ラック

2^0

似3〇

4界〇

似3。

バネルバン

2双0

似

麵

30

3.5

バ ン

2勸

80
4^0

似 30
3.5

ィアス系

2觀

ルーフ

3.5

サン
ルーフ

2.8

4勸

似

3.5

30

2.8

備 考

ス
ト
ラ
ッ
ト
マ
ウ
ン
ト

5
ライザ

ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

V

ノ

ネ

シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
—
バ

リ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ

仕

様
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全車（マニアル車.パワステ車）

ステアリング 外径(随) 0370

ホイール
霉 最大回転数 4.4

舵 角
内輪（度）

ド广+1。30，
加ぬ-2。30，

外輪（度） …+1。30，
加丄リ ー2。3〇,

車両最小回転半径（10 ) 3.9

形 式 ラック公ピニオン

総合 ギア 比 23

使用グリ ース 協同油脂ワンルーバ3 0 
昭 石バリアント^12

転舵角
外輪 内輪

け
4

0^

龜義薩—―

4-2 ステアリング

國仕様

——主要諸元------------------------------------------------------------------- ----------

，ディアスクラシック、ディアス3にもパワーステアリングをメーカ〇?展開とした。 
-1^01^0製の4本スポーク皮巻きグリップハンドルをメーカ0？展開とした。

4本スポーク皮巻きグリップハンドル 3本スポーク皮巻きグリッブハンドル
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4 一 3 ブレーキ

〔1〕標準ブレーキ 國仕様 

——主要諸元------------------------------

1 ^
一般 車

1 人8 3装着車

フロント
ブレーキ

型 式 サポートレス.ベンチレーテッド
ディスクブレーキ

: 1

ディスク有効径 （皿!） 184 -

-ディスク厚さX外径 （皿！!） 18x221 -ノ 1

ホイールシリンダ内径 （匪） 51-0 -一

パッド材質 レジンモールド（非アスベスト） 一
パッド寸法
長さ\幅ズ厚さ （01111) 86.1x36x9 一

ブレーキ調整法 自動醒 -

リャ
ブレーキ

型 式 リーディング.トレーリング
ドラムブレーキ -

ドラム内径 （腿） 180 —

ホイールシリンダ内径 （皿〇 15. 87 0^19.05) 15.87 1

ライニング材質 レジンモールド‘（非アスベスト）
1 -

ライニング寸法
長さX幅X厚さ （腿） 172.7x30x4.4 -

ブレーキ調整法 白動纖 -
1パーキシグ

ブレーキ 型 式 機贼後輪制動 -

マスタ
シリング

型 式 タンデム 1 — ！；

シリンダ内径 （皿!） 19. 05 20. 64

リザーバタンク型式 セミ，モイスチャーシール付 一

リザーバタンク容量 （⑶） 123 1
-

Iブレーキ

ブースタ

型 式 真空倍力式 1
-

倍 率 3.4 (踏力18.0味） 3.5 (踏力23. 〇咕） |

有効 径 （皿） 152.4 1 177.8 1

1 制動力制御装置 ※プロポーショニング
バルブバルブ）

仙3 1

1 ブレーキ配管方式 前後2系統 1 対角2系統 1

1 ブレーキ液（標準仕様） スバルブレーキ 
フルード（00丁3) 1

※：サンサンルーフ付車（除フルタイム4\\の)
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アンチロックブレーキシステム（八8幻 概要

〔2〕アンチロックブレーキシステム（八日5) 概要
八门七一1001^ 8「3匕6 873^6111

人63は急制動あるいは雪道等の滑り易い路面でも、車輪がロックせず、ステアリング操作による危険回避を 

可能とするシステムである0 メーカ0？としてディアス]Iの一部車種に展開する0

今回従来車に搭載の八丑3に対し、構造変更による小型化、軽量化を図った新しい八丑3を採用した。

本システムは、4センサ.4チャンネル前輪独立、後輪同時制御方式で、4輪に配置したスピードセンサの信 

号をコンピュータ（八63- 丘〇11)で論理演算し、車輪がロックしそうな状況になった場合に各輪のそれぞれの 

系統に対応した液圧制御用ソレノイドバルブを駆動し、ブレーキの液圧を電子制御するシステムである。
くシステムの特徴〉

-ハイドロリックユニット（11/1；)のソレノイドバルブを3ポジション（増圧.保持.減圧）から2ポジショ 

ンタイプ（01^，〇卩ド）の組合せに変更した。

，エレクトロニックコントロールユニット（八33—丑〇1；)の回路をソレノイドバルブの変更に伴い単純化した。 

，0センサを水銀スイッチ式の01^ ― 〇ド卩タイプから静電容量式のアナログタイプに変更した。

，整備性向上のため従来通りの自己診断機能を有すると共に更にセレクトモニタによる故障診断も可 

能とした。

以上を新規採用すると共に小型軽量化しながら、レガシイ系との部品共用を図かり八35制御方式（4センサ 

4チャンネル前輪独立後輪同時制御）も踏襲している。

但し、ブレーキ型式、マスタシリンダ等主ブレーキの変更は行わず従来車と同じである。
くシステム構成〉

本システムは下記の構成からなっている。

① 4輪の速度を検出するスピードセンサ及びトーンホイール

② 4輪の速度情報を基に車両挙動、車輪速度の変化を演算し、ブレーキの油圧制御信号、丑〇\^丁及び丑1^1制

御信号を出力する入33エレクトロニックコントロールユニット（八63— 丑〇11)

③ 4贾〇車の車両挙動推定の補助となるアナログ6センサ

④ ブレーキ油圧を制御するハイドロリツクユニット(丑/じ）

八巳3管告灯

7インチ 
ブースタ 0センサノ

八日3

45上^!卩1 E^^

電磁ビックアップ 
(フロントスピードセンサ) I----ンホイール

V、イドロリックユニット
(㈠/リ)

(リレーボックス） 

ディスクブレーキ

ドラムブレーキ

トーンホイール

、磁ピックアップ 
(リヤスピードセンサ)

実車レイアウト図

配線
配管

を示す



アンチロックブレーキシステム（八日3) システム構成図

圈システム構成図
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アンチロックブレーキシステムー主要構成部品と機能

國主要構成部品と機能

1 部品名 機 能 搭載位置

ハィドロリック
ュ-ット氓/〇)

入83制御時、丑〇!；の指令により液路を切り換えてホイールシリン 
ダの液圧をコントロールする0

シャシフレーム上 
運!^下

エレクトロニック 
コントロール 

ュニット
，一

各センサからの信号を基に車輪や車両の挙動を演算し、状況に応 
じた判断により11/1；を制御する。八咫制御時には、丑〇乂丁車は 

已(:VI E^\]に、：^丁車はE^\]に協調制御信号を出力する。 
電源時常時自己診断を行い、異常時にはシステムを遮断する。 
シリアル通信機能を持ち、スバルセレクトモニタ（331^)と通信を 
行う。

リヤフロアバルク内

1スピードセンサ 車輪の回転を、センサを通る磁束密度の変化から電気信号に変換 
し、八83迟〇；に出力する。

ド七：ハウジング
1^：トレーリングアーム

1卜ーンホイール リングに刻まれた歯でスピードセンサに磁束密度変化を与え、電 
圧を発生させる。

¥1:ハブ
み：アクスルハウジング

1。センサ 車両の前後0の変化を、センサ内コンデンサの容量変化に置き換 
え、電圧変化として八83ぢ〇；に出力する。

センターコンソール内

1リレーボックス バルブリレー、モータリレーを収容する。 11/1；ブラケット〇01\1？しに
固定

バルブリレー
ぢ〇1！の指令でソレノイドバルブ、モータリレーコイルの電源スイ 
ッチとして働く。また、八33警告灯の駆動回路の一系統を構成す 
る。

リレーボックス

1モータリレー の指令でポンプモータの電源スイッチとして働く。 リレーポックス

1ストップランブ
1スィッ^1

ブレーキペダルの踏み込み有無を八33已〇1；に伝達し、八83制御 

及び協調制御の判断条件とする。
ベダルボックス

八33警告灯 八83故障をドライバーに知らせる。また、ダイアグモード時には 
入33丑(：11の指令により点滅し、トラブルコードを表示する。

インパネ

丑〇ン丁コントロールユーット
⑽从丁車）

八33五〇〇からの指令により、クラッチ〇卩卩、シフト制御（03— 
0)、アイドルアップ要求を行う。

左インパネ内

コントロールユニット

⑽又丁,⑽車）
丑〇ン丁 E^\](丑〇ソ丁車)、入83丑〇1； (^丁車）からの指令により、 

アィドルァップを行う。
リヤフロアバルク内

身
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アンチ〇ックブレーキシステム——構造.作動

醒構造#作動
議——^スピードセンサ-一一  ---------------------------------------------------------------- ---一一福一一~—————一一細.，丨"丨丨丨    ...... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ..................... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .一一一一一一—

従来車と同部品を採用している（詳細は省略）
く参考〉

-回転側として41枚の歯を刻んだトーンホイールを、前輪はハブ内面（ブレーキディスク取付け面と反対側）に 

ボルト止めし、後輪ほドライブシャフトの0^1外輪に圧入で取付けると共に固定側に電磁ピックアップを取 

り付け、これを対として車輪の回転伏況を電気信号として検出し、丑011に入力する。

參センサは内部に永久磁石とピックアップコイルを内蔵した構造である。フロントはトーンホイールの回転軸 

と平行に配置し、リヤはドラムブレーキ車への装着対応のため回転軸と直角方向に0刃外輪取り付けとして 

配置した。

車輪速度の検出は、車輪が回転する時、トーンホ 

イールの歯面の凹凸により、ピックアップのコイル 

を透る磁束密度に変化が生じ、電磁誘導作用による 

電圧力が誘起されることを利用している。

このセンサー信号は交流で、車輪の回転速度に応 

じて周波数、起電力が変化するが、£€1；の要求特性 

に適合している必要があり、図に示す出カレベルの 

基準範囲が設定されている。

八領域：断線検出範囲のため
電圧を加えてはならない領域 

6領域：センサ信号の入力検出領域 

0領域：センサ信号として検出されない領域

(介 一？)）

5

1.3
1
0,85
0.35

0.12
0.1

>8

/

10 20 50 50011¢ 21¢ ¢N2)
0/ロー 〇)

1.3 
0.5

0,14 
0.054

0.01
10 1004^ 101¢ 1501¢ (㈠2)



アンチロックブレーキシステム^—構造.作動

― 6センサ ー—―—~-—―丨丨"-丨，—~~^~―-㈣--—'胃-ぃ麵丨'一酣-.圆-.…..—丨~—~——  ---------------------------------------------- ------------------------一^一

本センサは車両の加減速度変化をセンサ内に組み込まれたコンデンサの容量変化として検出し、これを電気信 

号に変換、増幅し、灰08101；に出力する。

6センサ構造概略



アンチロックブレーキシステムー構造#作動

-~イド〇リックユニット（㈠/リ）ゐリレーボックス八33 丫^——一一一—- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 一———

ハイドロリックユニット（11/11)はポンプモータ、ソレノイドバルブ、ハウジング、リレー等から構成され 

たブレーキ液圧制御機器である0クロス配管車用として、対角に2系統の独立したブレーキ液圧回路を構成する。

く㈠/11 &リレーボックス八33丫の主要構成部品〉

構成部品 機 能

ボンプモータ 偏芯カムを回転させ、プランジャポンプを作動させる動力源

ハウジング
ダンピングチャンバ、ソレノイドバルブ、リザーバなどを格納すると共に、ブ 
レーキ液路を形成する。

プランジャ
ポンプ

減圧動作によりリザーバに送られたブレーキ液を搔き出し、マスタシリンダ側 
へ送り出す油圧ポンプ。

ソレノイドバルブ

ホイールシリンダ側とマスタシリンダ側、リザーバ側へのブレーキ液路を 
£€11の指令に応じて切り換える2ポジション型ソレノイドバルブ。
1つのホイールシリンダに対し増圧用、減圧用の2つのソレノイドバルブが1 
組として配置されている。

1) ザ ー バ 減圧時、ホイールシリンダから排出されたブレーキ液を一時的に蓄える液室。

ダンピング
チャンバ

減圧時、ポンプモータから吐出されるブレーキ液の脈動を抑え、ブレーキべダ 
ルへのキックバックを低減する0

バルブリレー

ソレノイドバルブ及びモータリレー励磁の電源を1011の指令により制御する 
リレー0通常時〇ゞ）に作動し、これらに電源を供給する。システムに 
異常が発生した場合、〇ドドとなり、液圧回路を通常伏態（通常ブレーキ状態）
に保つとともに、六33警告灯点灯回路を構成する。

セ ―^ 夕 "レ ~ 灰83制御中、£011の指令により、ボンプモータに電源を供給し、プランジャポ 
ンプを作動させる0
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アンチロックブレーキシステム——構造.作動

--------エレクトロニックコントロールユニット（八日3— 日011------------------- --------------------------------------------

く概要〉

本五〇!；は、マスタ、スレーブの2つの]V1011 (マイクロコントロールユニット）を搭載するデジタル制御方式 

の電子制御ユニットである0両乂 01；は同じプログラムを処理し、お互いの出力を監視することで、不一致発生 

時にはシステムを遮断し、フヱールセーフを実現している0車輪速度信号を論理処理し八33制御を行う他、自 

己診断機能、フュールセーフ機能、スバルセレクトモニタ対応機能を持っている。

ぐ八的制御〉

4輪から検出した車輪速度信号をベースに、0センサ出力を補助的に参照しながら、疑似的な車体速度や車体 

減速度を演算し、これらと車輪速度、車輪減速度を比較して、車輪がロックしそうな伏況を検知すると、ハイド 

ロリックユニットのソレノイドバルブやモーターポンプを制御し、ホイールシリンダにかかるブレーキ液圧を調 

整することで車輪のロック回避する。

前輪の液圧は左右独立制御を、後輪の液圧はロックしやすい方の車輪を基準に制御するセレクトロー制御をそ 

れぞれ行う。

くセレクトモニタ対応機能〉

スバルセレクトモニタを用いて下記の操作が可能である。

① アナログデータ読みだし

② 〇^/〇ドドデータ読みだし

③ トラブルコード読みだし

④ 故障時の状態情報読みだし

なお、八85警告灯により下記の伏態を表示できる。

① AE3故障

② ダイアグノシスモード時、点滅によりトラブルコード表示

③ 八丑^シーケンス制御時のバルブ

運転席インパネ下の33皿接続コネクタ 
(黄色に531^接続）

トラブル発生を芭011の自己診断機能により検知した時はトラブルコードを最大3個記憶している。3個を超 

えた場合は、最新の3個が記憶されている0 (クリアメモリするまで記憶している）

く注記〉

トラブルコード呼び出し方法及びシーケンスチェックパターンについては別冊の「トラブルシューティングマ 

ニュアル」を参照して下さい。
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アンチロックブレーキシステム——ブレーキ液圧制御

ブレーキ液圧制御（1)通常ブレーキ時

通常ブレーキ時は、ハイドロリックユニット（11/11)内の増圧用、および減圧用ソレノイドバルブに電流が 

流れていないので、増圧用ソレノイドのインレットポート開、減圧用ソレノイドのアウトレットポートは閉にな 

っている。

これにより、ブレーキペダルを踏み、マスタシリンダに発生した液圧は、ホイールシリングに作用し、ブレー 

キカが発生する。

ドしホイールシリンダ
ドしソレノイド

マスタシリンダ

ド闩ソレノイド
ド闩ホイールシリンダ

磨バルヲ 户
0 II @ 0バルブ

し
14 1-

IV

^ ^ 11？ 1 5]

只只ソレノイド

(細

只しソレノイド 
❹パルプ

(增圧)

ダンピング ダンピング
チャンバ チャンハ#

13
(滅圧)

し リザーバ

闩しホイールシリンダ

プランジャ 
ポンプ

ハイドロリック 
ユニット（㈠/リ）

ホイールシリンダ
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アンチロックブレーキシステム ブレーキ液圧制御

(2)八85作動時

く減圧モード〉

ブレーキの作用により車輪がロックしそうになると、五〇!；からの指令により増圧用、減圧用ソレノイドバル 

ブに電流が流れ、増圧用ソレノイドバルブのインレットポートは閉、減圧用ソレノイドバルブのアウトレット 

ポート共開となる。

これにより、ホイールシリンダの液圧は、リザーバに開放され、減圧される。そして、リザーバに蓄えられた 

ブレーキ液は、プランジャポンプによりマスタシリンダに送られる。（ペダルキックバック発生）

尚、ホイールシリンダとマスタシリンダ間は、増圧用インレットポート閉により遮断されており、マスタシリ 

ンダの液圧は、ホイールシリングに作用してない。

ドしホイールシリンダ
ドしソレノイド

^ 091

バルブ

^只ソレノイド 
バルブ

(滅圧) (增圧)

プランジャ 
ポンプ

マスタシリンダ

ソレノイド
，讎

バルヲ1

卩卩ホイールシリンダ

(3
よ

(増圧）（減圧)

只しソレノイド 
バルブ

(過)

ダンピング ダンピング
チヤンハ# チヤンハー

13
(班)

し リザーパ X
プランジャ 
ポンプ

ハイドロリック 
ユニット（㈠/じ）

リザーパ
4

闩しホイールシリンダ 闩卩ホイールシリンダ
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アンチロックブレーキシステム------ブレーキ液圧制御

く保持モード〉

最適な液圧までホイールシリンダが減圧（または、増圧）されると、ぢ〇!；の指令により増圧用ソレノイドバ 

ルブの電流は〇以、減圧用ソレノイドバルブは〇ドドとなり、増圧用インレットポート、減圧用アウトレットポー 

卜は閉となる。

これにより、ホイールシリンダ、マスタシリンダ、リザーバの各間は遮断され、ホイールシリンダの液圧は、 

制御された液圧伏態に保持される。

また、この状態では、マスタシリンダ側はペダルの踏み込み力に応じて発生した液圧状態、リザーバ側は減圧 

信号によりブレーキ液を一時的に蓄えた状態と、それぞれ独立した液圧状態を保つ。

ドしホイールシリンダ

ドしソレノイド
|バルブ

す 7\
(減圧）ひ

闩闩ソレノイド
バルブ 故

0^
(増圧)

マスタシリンダ

ド闩ホイールシリンダ 
卩只ソレノイド 

バルブ|

(ぶ）（減圧1

只しソレノイI 
パルゴ

(増圧)

ダンピングダンビング 
チャンバ チャンバ

し
リザーパ

プランジャ 
ポンプ

(滅圧)

ブランジヤ 
ポンプ 蓋

リザーパ

円しホイールシリンダ

ハイドロリック
ユニット（㈠/リ）

-1

卩〇ホイールシリンダ

V-/
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アンチロックブレーキシステム——ブレーキ液圧制御

く増圧モード〉

車輪のロックが回避されると、五〇!；の指令により、増圧用、減圧用ソレノイドバルブの電流は〇ド卩となり、 

増圧用ソレノイドバルブのインレットボートは開、減圧用ソレノイドバルブのアウトレットポートは閉となる。

これにより、マスタシリンダに発生している液圧（ブレーキペダルを踏んでいることにより発生している）は 

ホイールシリンダに伝わり、再びブレーキカが発生する。

尚、この状態は、通常ブレーキ時と同じである 〇

ドしホイールシリンダ

ドしソレノイド 

バルブ

(減圧)

マスタシリンダ

(増圧)

ド闩ソレノイド尸闩ホイールシリンダ 

バルブ

闩卩ソレノイド
バル^!

了
(減圧)

0"
(增圧)

(減圧)

闩しソレノイド 
バルブ

^3
(増圧）

ダンピング
チャンバ

ダンピング 
チヤンパ

〜鼠— プランジャ1 プランジャ

ち
ポノプリ 为、ノブ

卜2

(滅圧)
ハイドロリック 
ユニット（㈠/リ）

リザーパ リザーパ
-1

ホイールシリンダ 闩8ホイールシリンダ
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アンチロックブレーキシステムー整備要領、車上点検

圓整備要領（1)車上点検

エア抜き

ぐエア抜き作業手順〉

(1) ホイールシリンダのプリーダからエア抜きを行

う。（4輪共）

(2) ペダルストロークを確認する。基準値内なら

0X0

ぐ注記ン

踏力50故でのストローク値はライン管理値を示す。

(3)シーケンス制御パターンに入れ、を作動させ 

る。

，チェック端子コネクタ（2？-胃)をアースに落とす0

ぐ注記〉
詳細については別冊の「トラブルシューティングマ 

ニュアル」の八38システムの動作点検手順の項を参照 

して下さい。

(4) ペダルストロークを確認する。

(5) ストロークが伸びた場合（1)に戻り、再度エアー 

ぬきを行う。

(6) スト〇— クが基準値の場合終了。

くエア抜き順序〉

①前輪右側-後輪左側-"^前輪左側4後輪右側 

く注記〉

-化学変化を防止するため銘柄の異なるブレーキフ 

ルードは使用しないこと。
，ブレーキフルードは塗装面をいためるので、こぼさ 

ないよう注意すること。またこぼした際は速やかに 

ふき取ること。

象エア抜き作業中、リザーブタンク内のブレーキフ 

ルード量を注意して空にしないこと。

參エア抜き作業中のブレーキペダルのボンビングはゆ

っくり行ぅ。

，抜き取ったブレーキフルードは再使用しないこと。

(ブレーキフルードは吸水性があるため）

-未使用のブレーキフルードの保管は容器のフタをき 

ちんと閉め空気中の水分を吸わないようにする。
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アンチロックブレーキシステム——整備要領、フロントスピードセンサ、リヤスピードセンサ

(2)フロントスピードセンサ

点検^調整，脱着

(3)リヤスピードセンサ

く点検，調整〉

(1) ディスクロータを取外し、トーンホイールとス 

ピードセンサ歯面の傷付きを全周にわたり点検す 

る。
(2) トーンホイールとスピードセンサのギヤツプを

全周にわたり点検する。

ギャップ標準値八寸法（圓）| 0,5〜1，

〇

不良の場合、スピードセンサまたはトーンホ 

イールを新品に交換する0又はセンサ出力を点 

検する 

く注記〉

センサの出力点検は、別冊の「トラブルシューテ 

ングマニュアル」を参照のこと 0

く脱着〉
従来車と同手順につき注意事項のみ記す。1 

(1)スピードセンサは右車輪用、左車輪用で形伏が

異なる 〇

(2) ハーネスにねじれがないか、ハーネス被覆上の 

マーキング（線色）により点検する。（只只：白、 

此黄）

(3) ハンドルを左右に転舵した際、ハーネスが引張 

られていないか、さらにハーネスがタイヤサスぺ

ンションまたはボデーと接触しないか点検する 〇

上

ーンホイール

外

点検，調整^脱着

く点検，調整〉

(1) トーンホイールとスピードセンサ歯面の傷付き 

を全周にわたり点検する。
(2) トーンホイールとスピードセンサのギャップを 

全周にわたり点検する。.又、センサ出力を点検す 

る。

ギャップ標準値八寸法（咖） 0.5〜1.1

不良の場合、スピードセンサまたはリヤドライブ 

八33 丫を新品に交換する。

く注記〉

センサの出力電圧測定は、別冊の「トラブルシュー 
ティングマニュアル」を参照のこと。

く脱着〉

従来車と同手順につき注意事項のみ記す。

(1) スピードセンサは右車輪用、左車輪用で形状が 

異なる。

(2) ハーネスにねじれがないか、ハーネス被覆上の 

マーキング（線色）により点検する。（只！！：白、

黄）

ンホイール

ストラツトと共締めのブラケヅトは取付

時ストラットに対し傾かないこと 0
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アンチロックブレーキシステムー整備要領、ハイドロリックュニット

(4)ハイドロリックユニット



アンチロックブレーキシステム——整備要領、ハイドロリックユニット

——脱着一~~——-一一—一一-

く取外し〉

(1) バッテリー㊀側ケーブルを外す。

(2) 車両をリフトアップし、フロントタイヤ（冊）を

外す。

(3) ブレーキペダルを踏み込んだ状態にする。

(4)ストラットタワー部のダストカバー(スクリュリ 

べット2ケ所）及びサイドカバー（タッピングスク

リュ2ケ所）を外す。

(5)八63ハーネス、エアベントホースのバンドクリッ

ブを外す。

(0)油3ハーネス（3本)、3コネクタ（2？グレー、8？ 

グレー、8尸黒）を分離する。

(7)ダストカバ;61^1及びコネクタ固定0只1ぐ1を外す。

(9)只/〇ブレーキパイプ(6本)を!！/IIより分離する。

讎
^ブレーキパイプを取外す前に誤配管防止のた 

め、マーキングをしておくこと。

ぐ参考〉

市販工具：ブレーキパイブ用ソケット使用（冗了〇 

讨〇，祕2 25— 10只または©2 25 —1011)
ブレーキパイブ用ソケット

N0. 31 〇1 〇2 し 罗9
8225,8 10 20 17 54 60 1

ブレーキパイプ用クローフットめ^^ね

鰣〇, 8 ㈠ し ¥9
函5,101>1 10 10 40 45 1

，ブレーキパイブ用クローフットめがねの六角は、中心 
に対し15°の角度をつけてあるので表裏の繰り返し作 
業により、十二角口径と同等（30°の振れ角度で作業 
可）の作業ができます。

(8) メーンハーネスのクランプを外す。

(10)ブレーキパイプ（卩1^11)を分離する。
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アンチロックブレーキシステムー整備要領、ハイド〇リックュニット

(11)ブレーキパイプ固定クランプ（ダンパストラッ

トタワー备床下）を外す0
ブレーキパイプを曲げないようにする 〇

ストラツ
タワー部

(14)ハイドロリックユニットのアース線をショート

メガネレンチを使用して外す 〇

(15)リレーボックスブラケットからハイド〇リック

二匕ニニ、ソトの/、 -ネス2卩黒を分離する 0

床下パイプ 
取付部

(16)只/!；本体を舛す。

題8ナット（2ケ所）を外し、ブレーキパイプを損

傷させないように注意して引出す0

(12)人83ハーネスコネクタ（2卩黒）を分離する（リ 
レーハーネスコネクタと只/〇ハーネスコネクタ）

(1？)リレーボックス取付フランジナット（減8) 2ケ所 

を外し、タイヤハウス側よりリレーボックス八33^

(13)ブレーキパイプをどかし、11/11本体を引き出す

スペースを確保する0

，，，，|^^^

'漏

；、エ^3^::「ヌム.、..:，：:て-、.ぐ..，、，マ- 7，:公:给#3讀券
藝;，酸№1

議
蘭

を取出す〇

ぐ取付け〉

取外しの逆手順にて行う 〇

，ブレーキパイプ配列をまちがえぬこと 〇

取付け後は必ずエア抜き作業を行うこと。 
ブレーキパイプの折り曲げ、損傷に注意すること 〇
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アンチロックブレーキシステムー^整備要領、众83 £00, 0センサ
痛麵~綱㈣，卿^卿麵麵腳細卿 ”，瞧咖川甽酬哪㈣酬雨咖.丨丨丨，丨.旧麵^则り丨丨丨丨丨^晒画晒     〖晒画丨寒丨丨⑽I丨，丨刪丨靡剛誦娜刪叩刚I㈣,㈣     一一-一   ..........................................-じ...............................................................................................................................

(5)六随日011 (6) (3センサ

く点検〉

(1)ぉ011取付のガタ、コネクタのロック状態を点検

する

(2)トラブルコードメモリを点検する

く取外し〉

(1)バッテリー㊀側ケーブルを外す。
( 2)リヤシート下の力一ぺットをはがし、カバー'の取

付タッピングスクリュ（3本)、スクリュリべ

(1本)を外す。
3)及83丑011とブラケットを取付けている麗6ナッ

(2ケ所）を外す

(4)八63 £€1!をバルク内より取り出し、ハーネスコ

ネクタ部を外す

く取付け〉

取出しの逆順序で行う。

コネクタ部を確実に組み付け、またハー 

ネスがかみ込まないように引きまわしを 

行うこと0

——脱着一~——一一—

ぐ取外し〉

(1) バッテリー㊀側ケーブルを傅す。

(2) コンソールボックスを取外す。

(3) ハーネスコネクタを外し、0セン兮取付ナット 

(2ケ所）を取外す。

(4) ブラケットと一体で取外す。

ぐ点検〉

詳細については別冊の「トラブルシューティングマ 

ニュアル」を参照して下さい。

基準値

0センサ水平状態 2.3 土 0,2ソ

+ 90°傾けた状態 3.9 ± 0,2ソ

一90。傾けた状態 0.7 ± 0,2乂

水平前方，
十90〇 -90°

く取付け〉

取外しの逆順序で行う。
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アンチロックブレーキシステム—整備要領、ブレーキホースみパイプ

(7)ブレーキホース8(パイプ

脱着

11/11変更に伴ない

前側4本のブレーキパイプの結合を上から横方向に変更した。

11/11脱着整備作業上、2ゥユイコネクタを追加した。（ブライマリのみ)

く脱着後の点検〉

^ブレーキホースに異常なねじれおよび張り過ぎがないか点検する 〇

ンドルをいっぱい左右に切った際ブレーキホースがボデー、サスペンションまたはタイヤ公ホイールと接触

していないか点検する 〇

ブレーキパイプ八33丫ド

クランプ

ブレーキパイプ八33 丫闩

14.7：!? 

孤1.5:0〕
2ウェイコネクタ

クランプ

17.7±4. 9 
T [1.810. 51

〆

4ウェイコネクタ

14.7：!?
№5,

㈠/リ

クランプ
ブレーキホース尸

ユニオンボルト ガスケッ

ブレーキパイプ卩卩㈠
ブレーキホースし㈠ 
ブレーキホース卩闩

―117,7±4,9 
II〔1.8土(). 5〕

ブレーキパイプ西〇

クランプ

17. 7 土 4 9

8闩に丁し㈠ 
8^X1 ^

コネクタ

クランプ

クランプ

クランプ
1X1 : ^締付トルクN-01〔狁8-爪〕
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4 —^4 タイヤ^ 01ィノレ

〔1〕タイヤふディスクホイール 國仕様 

----------- タイヤとホイールの組み合わせ一—

車 種
トラッ ク、パネルバン パ ン ディアス

350蛣積車 350竑積車 200罐車

3丁0 営農 左記 二郵政
左記 0133

( 01330サン \ 
いトフを除く)

1)1&8

タイヤ 、、 ディスクホイール\
8X0-8 4獅 以外 以外 サンルーフ車

5, 00-12-4？！乩丁 (前輪）
1111 (後輪）

12x4 003 參 鬱

145^12-6？！ II 12 x 4 006 參 罄 ❿

1453112 12x4⑽乜 馨

1553脱 12X4 006 礬

〔2〕タイヤ空気圧
細/。！1〇

車 種 タイヤサイズ
軽積載 定積載

刖輪 後輪 前輪 後輪

トラック
ノ义 ン

3501^積車
27/1)及び
4腳

5, 00^12^4？176？1 1111 1,8 2.2 2.2 3.0

145訂2-6？！ ” 1.8 2.2 2, 2 3.0

ディアス 200蛄積車
2评〇及び
4腳

1453812 2, 0 2.0 2.2 1，1

155涨12 1.8 2.0 2.0 2.2

ランバーステー付車 135施12 79/77111 1.8 2.2 2.0 3.0

く注記〉軽積載とは2名十100岐以下の時である。

〔3〕スペアタイヤ 靄整備要領

スペアタイヤ取付部のホルダ形状変更に伴い一部取付方法を変更した。

137,2 土 9. 8
I [3, 811,0]
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